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船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
過
程

�
�
�
�
　

５
月　

日
（
日
）

１７

�
�
�
�
�

４
月
１
日
（
水
）
か
ら

 

８
日
（
水
）
ま
で

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

）を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課
第
一
人
事
係

�
０
９
３�
３
２
１�
２
９
３
１

�
�
�介

護
認
定
審
査
会
の
補
助
事
務

�
�
�
�
�
　

１
人

�
�
�
�
�
　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２１

 

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２２

３１

�
�
�保

健
師
の
資
格
及
び
普
通
自
動
車

運
転
免
許

※
パ
ソ
コ
ン
を
実
務
レ
ベ
ル
で
使
用

で
き
る
方

�
�
�
�
�

①
勤
務
形
態

月
〜
金
曜
日　

週　

時
間

３５

※
毎
週
定
期
的
な
時
間
外
勤
務
あ
り

②
賃
金　

月
額
１
９
０,
０
０
０
円

 

（
社
会
保
険
あ
り
）

�
�
�
�
�

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）

②
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

�
�
�
�
　

３
月　

日
（
月
）
必
着

１６

�
�
�
�
�
　

書
類
選
考
及
び
面
接

※
面
接
日
時
、
場
所
は
、
後
日
連
絡

�
�
�
�
�
�
�
	


�

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

総
務
課

�
４
０�
１
１
３
１

〒
８
４
０�
０
８
３
１

佐
賀
市
松
原
四
丁
目
２
番　

号
２８

�
�
�
�
�
�
�
	



��
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

①
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

②
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

③
国
税
専
門
官
採
用
試
験

④
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

⑤
法
務
教
官
採
用
試
験

�
�
�
�
�

①
…
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

 

８
日
（
水
）
ま
で

②
…
４
月　

日
（
土
）
か
ら

１１

 

　

日
（
水
）
ま
で

２２

③
④
⑤
…
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

 

　

日
（
火
）
ま
で

１４

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/top.htm

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
課
試
験
係

�
０
９
２�
４
３
１�
７
７
３
３

�
��
�
　

各　

人
（
先
着
順
）

３０

�
�
�
�

雇
用
・
能
力
開
発
機
構　

佐
賀
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊
賀
屋
駅
前
）

�
�
�
�
　

無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
①

「
職
業
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
「
情
報
業
」
〜

�
�
�
　

３
月　

日
（
木
）

１９

 

 
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

セ
ミ
ナ
ー
②

「
自
分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
「
会
社
で
認
め
ら
れ
る
為

 

努
力
す
る
こ
と
）」
〜

�
�
�
　

３
月　

日
（
木
）

２６

 

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
	


�

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

佐
賀
セ
ン
タ
ー

�
２
６�
９
４
９
８

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�

試
験
の
種
類
、
申
込
締
切
日
な
ど

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.exam

.or.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

�
０
９
４
２�
４
３�
３
３
８
１

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

�������	
��	
�
�������	
�	��
�����
月曜日～金曜日
午前９時から午後５時まで

���
求人情報、職業訓練などの情
報収集、適性、業種（職種）
に関する相談など

※無料で利用できます。
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畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
野
菜
・

花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
農
園
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

３
区
画
（
２
月　

日
現
在
）

１７

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

野
菜
、
花
な
ど
の
自
家
菜
園

�
�
�
�
�

　

１
区
画　

坪
程
度

１１

�
�
�
�
�

　

１
区
画　

年
額
６,
０
０
０
円

※
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
一
ヶ
月
５
０
０
円
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

千
代
田
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　
�
４
４�
２
１
９
８

�
�
��
��
�
�
�
��
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	

・
高
等
学
校
普
通
科

　

４
月　

日
（
月
）
ま
で

２０

・
生
涯
学
習
通
信
講
座

　

通
年
申
込
受
付

�
�
�
�
�
�
�
	


�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

�
０
４
２�
５
７
２�
３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
１
２
０�
０
６�
８
８
８
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	



「
歩
く
」
こ
と
は
心
と
体
の
健
康

の
た
め
の
百
薬
の
長
で
す
。
週
に
２
、

３
日
で
も
続
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

月
に
１
回
み
ん
な
で
楽
し
く
歩
き
ま

せ
ん
か
。

�
�
�
　

４
月
５
日
（
日
）

　
　
　

午
前　

時
か
ら

１０

�
�
�
　

神
埼
市
中
央
公
民
館
前

※
日
の
隈
公
園
往
復
（
約
８
㎞
）

※
事
前
申
込
不
要

※
弁
当
、
水
筒
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
　

１,
０
０
０
円

年
間
計
画
表
を
神
埼
市
中
央
公
民

館
、
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
、
神
埼

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

成
富　
�
５
２�
８
１
３
２

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

�
５
２�
３
７
５
０

�
�
�
�
�
�
�
	

��

ア
ル
ミ
缶
は
何
度
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
が
で
き
、
再
生
時
に
は　

％
の
エ

９７

ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
で
き
ま
す
。

お
持
ち
い
た
だ
い
た
ア
ル
ミ
缶
は

グ
ル
ー
プ
で
買
い
取
り
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
　

３
月　

日
（
金
）

２７

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら　

時
ま
で

１１

�
�
�
�

神
埼
市
中
央
公
民
館
北
側
駐
車
場

�
�
�
�
�

ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。（
洗
わ
な
く
て
も
結
構
で
す
。）

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

�
３
７�
０
１
０
７

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
協
議
会

森
田　
�
５
２�
３
０
５
８

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
��
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
　

３
月　

日
（
日
）

２９

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
６
時
半
ま
で

�
�
�
�
　

櫛
田
宮
（
神
埼
町
）

�
�
�

◆
午
後
１
時
か
ら
…
講
演
会

〜
「
神
埼
の
荘
と
櫛
田
宮
」
を

 

生
か
し
た
町
づ
く
り
〜

◆
午
後
３
時
か
ら
…
池
坊
生
花
、

　

裏
千
家
茶
席
、
境
内
花
見
散
策

・
お
茶
券　

３
０
０
円

・
ダ
ン
ゴ　

１
０
０
円

◆
午
後
５
時
か
ら
…「
朧
月
夜
の
宴
」

�
�
�
�
�
�
�

　

響
の
会　

島

　
�
５
２�
４
１
９
６

�
�
�
　

３
月　

日
（
日
）

２２

　

午
前　

時
半
か
ら　

時
半
ま
で

１０

１１

�
�
�
�
　

千
代
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�

神
埼
市
中
央
公
民
館
、杉
山
書
店
、

千
代
田
文
化
会
館「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー

ル
」、ヒ
ロ
セ
電
気（
ア
ニ
ー
内
）

�
�
�
�

　
（
４
歳
以
上
）
１,
０
０
０
円

�
�
�
�
�
�
�

　

佐
賀
子
ど
も
劇
場

　
�
２
３�
６
７
９
７

�
�
�３

月　

日
（
土
）、　

日
（
日
）

２８

２９

４
月
４
日
（
土
）

午
前　

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

１０

�
�
�
�
　

目
達
原
駐
屯
地

�
�
�
�
�
�
�

目
達
原
駐
屯
地　

広
報
室

�
５
２�
２
１
６
１

�
�
�
�

�
�
�
�

�
��
�
�
�
�	


�
�

�
�
�
�
�
�
�



������������

特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
制
限
が
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
延
長
さ

２４

２７

れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
亡
く

１８

２６

な
っ
た
労
働
者
の
ご
遺
族
の
方

※
労
災
保
険
の
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
時
効（
５
年
）に
よ
っ

て
消
滅
し
た
場
合
に
限
る
。

平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
亡
く

１８

２７

な
っ
た
場
合
は
、
労
災
保
険
法
に
基

づ
く
遺
族
補
償
給
付
の
支
給
対
象
に

�
�
��
�
�
�
�
	

�
�


�

�
�
�
�
��
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�

�

�
�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を
中
心
に

就
職
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ま
同
伴
で
相
談
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

「
求
人
情
報
の
閲
覧
」「
仕
事
の
紹

介
」「
職
業
相
談
」「
ア
ド
バ
イ
ス
」

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で

午
前　

時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

１０

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

�
�
�
�
�
�
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
佐
賀

マ
ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン

（
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
２
階
）

�
４
１�
４
７
０
０

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
等
に
つ
い

て
、
事
業
主
が
策
定
す
る
一
般
事
業

主
行
動
計
画
の
公
表
・
従
業
員
へ
の

周
知
が
、
義
務
・
努
力
義
務
化
さ
れ

ま
す
。

�
�
��
�
�
�
	


�
�

��

従
業
員
１
０
１
人
以
上
の
企
業
は
、

義
務
（
※
１
０
１
人
以
上
３
０
０
人

以
下
の
企
業
は
、
平
成　

年
３
月　

２３

３１

日
ま
で
は
努
力
義
務
）、
１
０
０
人

以
下
の
企
業
は
努
力
義
務

�
�
��
�
�
�
	


�
�

��

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・

届
出
の
義
務
づ
け
範
囲
が
、
従
業
員

３
０
１
人
以
上
の
企
業
か
ら
従
業
員

１
０
１
人
以
上
の
企
業
に
拡
大

�
�
�
�
�
�
�

佐
賀
労
働
局　

雇
用
均
等
室

�
３
２�
７
２
１
８

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



な
り
ま
す
。
給
付
を
受
け
る
権
利

は
、
労
働
者
が
亡
く
な
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
５
年
で
消
滅
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
手
続
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

佐
賀
労
働
局　

労
災
補
償
課

�
３
２�
７
１
９
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
国
民
健
康
保
険
税
（　

期
）

１０

　
《
納
入
期
限
日　

３
月　

日（
火
）》

３１

�
�
�
�

�
�
�
�

�������

�����
平成２１年５月号から平成２２年４月号までの希望す
る月号。※年間で１枠の申し込みも可。
�������	
��
���������	


※６枠以上を１回で申し込みされた場合は、１枠目
から、２回以上の申し込みでは、６枠目から、広
告掲載料金を１割減します。
※カラー枠について、希望者が多い場合は、調整
及び抽選で決定します。

��������	
�

�����
平成２１年５月から平成２２年４月までの奇数月１日
から翌偶数月末日までの２ヶ月を１回の単位と
した希望する期間。

�������　「文字広告」または「バナー広告」
�������	��
��
�������

※掲載期間が連続して６ヶ月以上となるときは、
広告掲載料金を１割減します。

�������	
��

 ��������������������������������	
��
����������

�������	
��� �������　神埼市役所　秘書広報課　�３７�００８８　

料金広告サイズ（縦×横）等規格
０８,０００円０５㎝×０８㎝

２色 １５,０００円０５㎝×１７㎝
１５,０００円★１０㎝×０８㎝

３０,０００円★１０㎝×０８㎝
※裏表紙に２枠までカラー

料金位　置
０５,０００円トップページ最下部
１０,０００円トップページ右上部

���������������
�������	
��
������	��
�������	
��
������

�������	
��
�����������	
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八
世
紀
に
編
集
さ
れ
た
「
肥
前
風

土
記
」
の
佐
嘉
郡
の
条
に
、「
む
か
し

佐
嘉
郡
に
大
楠
が
あ
り
、
朝
日
の
陰

は
杵
島
郡
の
蒲
川
山
を
覆
ひ
、
夕
日

の
陰
は
養
父
郡
（
現
在
の
鳥
栖
市
周

辺
）
の
草
横
山
を
覆
っ
た
と
い

う
。・
・
・
」
と
記
載
さ
れ
、
昔
か
ら

佐
賀
に
は
多
く
の
楠
の
大
木
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
佐
賀
県
内
に
は
、
白
角
折

神
社
の
楠
（
神
埼
市
）、
佐
嘉
城
址
の

楠
（
佐
賀
市
）、
川
古
の
楠
（
武
雄
市
）、

稲
佐
神
社
の
楠
（
白
石
町
）、
青
幡
神

社
の
楠
（
伊
万
里
市
）
な
ど
多
く
の

楠
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。

白
角
折
神
社
の
楠
は
、「
水
車
の

里
・
遊
学
館
」
の
西
（
城
原
川
の
西

側
）、
神
埼
町
朝
日
に
あ
る
白
角
折

神
社
境
内
南
側
に
神
木
と
し
て
大
切

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
楠
は
、
根
の
部
分
が
地
上
二

メ
ー
ト
ル
ま
で
隆
起
し
、
露
出
し
て

い
る
根
は
互
い
に
絡
み
合
っ
て
一
つ

に
な
り
板
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
根

回
り
約
三
十
メ
ー
ト
ル
、
幹
周
り
約

十
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
二
十
メ
ー
ト

ル
、
途
中
か
ら
放
射
状
に
枝
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
枝
張
り
は
、
東
西

約
三
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
に
十
五

メ
ー
ト
ル
で
す
。

以
前
は
枝
張
り
も
良
く
、
樹
盛
も

盛
ん
で
し
た
が
、
度
重
な
る
台
風
に

よ
り
枝
が
折
れ
る
な
ど
、
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
推
定
樹
齢
は
千
年
と

い
わ
れ
、
わ
が
市
を
代
表
す
る
楠
で

す
。
幹
や
枝
に
は
、
マ
メ
ヅ
タ
、
ノ

キ
シ
ノ
ブ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
な
ど
の
植

物
が
数
多
く
付
着
し
、
長
い
間
こ
の

地
で
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
神
社
は
、 
日
本
武
尊 
を
祭
神

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

と
し
て
祀
ら
れ
、
神

埼
町
の
櫛
田
宮
、
千

代
田
町
の
高
志
神
社

と
合
わ
せ
て
「
神
埼

の
三
所
大
明
神
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
、
仁

比
山
神
社
に
併
せ
て

祀
ら
れ
て
お
り
、
地

区
の
皆
さ
ん
に
よ
り

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
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九
十
二
年
一
生
の
中
の
思
ひ
出
の

帶
状
疱
疹
忘
れ
が
た
か
り

 

平　
　

松
市

ひ
と
つ
打
ち
ふ
た
つ
を
鳴
ら
す 
鉦 

し
ょ
う

と 
鈴 れい

い
の
ち
無
常
の
寂
け
き
祈
り

 

中
原　
　

幸

山
王
の
宮
に
鎮
も
る
光
男
歌
碑

小
春
日
和
の 
陽
光 
が
つ
つ
む

ひ
か
り

 

中
島
み
ち
ゑ

生
命
得
て
九
十
二
年
の
来
し
方
を

し
み
じ
み
し
の
ぶ
あ
の
人
こ
の
人

 

川
副　

良
江

老
い
ゆ
く
も
太
き
希
望
を
抱
き
生
く

百
歳
万
歳
た
の
も
し
く
見
る

 

大
石
千
代
子

寒
風
に 
臘  
梅 
の
花 
馥  
郁 
と

ろ
う 
ば
い 

ふ
く 
い
く

匂
ひ
清
し
も
わ
が
生
き
お
も
ふ

 

納
富　

茂
子

こ
こ
ろ
も
て
訪
ね
し
吾
に
笑
み
こ
ぼ
れ

声
軟
ら
な
る
佳
き
お 
婆 
さ
ま

ば
ば

 

大
井
サ
カ
ヱ

コ
ス
モ
ス
の
赤
き
種
実
を
来
年
の

畑
に
蒔
か
ん
と
袋
に
納
む

 

前
山
ツ
タ
エ

朗
ら
か
に
首
か
ら
上
は
達
者
と
笑
ふ

友
の
腕
繃
帶
の
白
き
が
か
な
し

 

城
島　

孝
子

ぐ
る
ぐ
る
と
世
界
は 
廻 
る
ス
ト
ロ
ー
で

め
ぐ

ボ
ト
ル
呑
み
ほ
し
そ
の
の
ち
知
ら
ず

 

富
永　

数
馬

ひ
さ
び
さ
に
上
京
か
な
ひ 
娘 
の
家
に

こ

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
寿
ぐ
新
春

 

坂
井　

栄
子

�
�
�
�
�
�
�
	

外
食
に
同
行
か
な
は
ぬ
吾
な
れ
ば

嫁
と
と
の
へ
し
を
独
り
食
み
を
り

 

高
橋　

露
子

こ
の
朝
健
や
か
に
歩
け
る
を
幸
と

リ
ハ
ビ
リ
に
通
ふ
杖
を
つ
き
つ
つ

 

原
口　
 
数  
母 

す 

も

画
用
紙
に
孫
の
描
き
し
赤
き
道

幼
な
の
未
来
へ
つ
づ
く
か
こ
の
道

 

石
田　

桂
子

ゆ
く
年
を
夫
と
飲
み
を
り
も
ろ
も
ろ
の

煩
悩
は
き
つ
つ
除
夜
の
鐘
き
く

 

小
渕　

繁
代

思
ひ
き
り
塗
り
替
え
て
み
む
か
わ
が
残
生

命
つ
な
ぐ
る
発
芽
の
み
ど
り

 

長
谷
川
明
子

庭
隅
へ
赤
く
散
り
敷
く
山
茶
花
に

夕
日
照
り
映
え
年
は
暮
れ
ゆ
く

 

山
口　

勝
美

世
の
不
況
か
か
わ
り
あ
ら
ぬ
寒
菊
は

庭
に
黄
色
く
花 
盛 
り
咲
く

さ
か

 

石
田
千
津
代

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

初
ピ
ア
ノ
い
つ
も
彈
く
曲
ロ
ー
レ
ラ
イ

 

執
行　

節
子

元
旦
や
初
雪
な
が
め
雑
煮
膳

 

野
中　

照
代

雪
ど
け
の
葉
ボ
タ
ン
笑
顔
寒
さ
か
な

 

志
岐
ミ
ツ
ヨ

ス
ト
ー
ブ
の
炎
に
ほ
っ
と
年
重
ね

 

松
永　

光
子

山
茶
花
の
花
に
と
び
か
う
メ
ジ
ロ
か
な

 

松
永　

静
子

ろ
う
梅
の
色
香
を
さ
そ
う
冬
の
庭

 

東
島
万
喜
子

�
�

�
�
�
�
�
�

来
ら
れ
た
ね
ぇ
と
優
し
い
ゲ
ー
ト
の
友
が
い
る

 

吉
村　

民
子

博
多
ま
で
行
か
ね
ば
飲
め
ぬ
屋
台
酒

 

園
田　

示
右

枯
れ
枝
と
間
違
わ
れ
て
も
春
を
待
つ

 

森�
　

寛
次

夫
婦
し
て
互
に
さ
が
す
痛
い
ツ
ボ

 

眞
島　

永
治

四
里
四
方
恵
み
を
食
べ
て
元
気
で
す

 

佐
藤
久
仁
子

背
を
伸
ば
し
東
西
南
北
春
に
酔
う

 

森　

ミ
ズ
エ

着
物
着
る
背
中
が
ス
ッ
と
伸
び
て
く
る

 

田
中　

雅
代

沢
山
の
過
去
を
足
場
に
今
が
あ
る

 

 

松
尾　

久
枝

�
�
�
�
�
�
�

冬
の
蝶
最
後
の
舞
か
陽
を
受
け
て

 

藤
山　

初
次

猫
抱
い
て
窓
ご
し
に
み
る
寒
の
月

 

牟
田
口
則
子

水
仙
の
花
の
み
生
け
る
思
い
あ
り

 

香
月
富
士
雄

母
が
縫
う
着
物
の
す
そ
に
冬
の
蝶

 

井
上　

豊
美

断
崖
に
凍
蝶
あ
り
き
サ
ス
ペ
ン
ス

 

畑
石　

政
男

喜
寿
超
え
て
耐
え
来
し
顔
の
初
鏡

 

音
成　

市
次
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市
報
か
ん
ざ
き
２
月
号　

ペ
ー
ジ

２５

神
埼
短
歌
会
富
永
さ
ん
の
短
歌
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）「
め
ば
た
ま
の
」

　

↓
（
正
）「
ぬ
ば
た
ま
の
」
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